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司会：

田口かおり（東海大学講師／修復家）

登壇者：

「タイムライン」展 作家による解題
大野綾子　作家　加藤巧　作家　𡈽方大　作家／インストーラー　ミルク倉庫　ココナッツ　作家

S-CULTURA：彫刻という脱‒文化について
金井直　信州大学准教授

垂直と水平のあいだにのびゆく生─ 井田照一の「タントラ」をめぐって

武田宙也　京都大学准教授
コメント：

岡田温司　京都大学教授／本展覧会実行委員長
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主催：「タイムライン」展実行委員会／日本学術振興会科学研究費（基盤研究Ａ）「現代美術の保存と修復」（代表：岡田温司）
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